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令和７年 度（ 2025年度）一 般財団 法 人武蔵野 市開発 公 社事業計 画  

 

１  総括  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 対 応 緩 和 か ら ２ 年 近 く と な り 、 吉 祥 寺 の 街 に

も 人 出 の 回 復 が 見 ら れ 、 特 に 外 国 人 観 光 客 と 思 わ れ る 方 々 の 姿 を よ く

見 か け る よ う に な り ま し た 。 合 せ て 、 地 域 の イ ベ ン ト も 復 活 し 、 新 し

い 生 活 様 式 を 踏 ま え つ つ も 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 流 行 前 の 様 子

に戻って きてお り ます。  

一 方 、 開 発 公 社 の 経 営 基 盤 で あ る 不 動 産 賃 貸 管 理 事 業 に 目 を 向 け ま

す と 、 昨 今 の 地 価 上 昇 に 伴 う 地 代 の 値 上 が り は 、 街 の 不 動 産 オ ー ナ ー

の 間 に お い て も 経 営 上 の 大 き な 課 題 と な っ て い ま す 。 エ フ エ フ ビ ル の

地 代 も 前 年 比 9.7%上 昇 し 、 地 代 増 価 の 要 因 で あ る 地 価 は 、 引 続 き 上 昇

傾 向 に あ り 、 地 代 経 費 の 増 大 に よ り 厳 し い 経 営 状 況 が 続 く 見 通 し で す 。

賃 料 収 入 は 緩 や か に 回 復 し つ つ あ り ま す が 、 ま だ コ ロ ナ 前 の 収 入 総 額

には達し ており ま せん。  

ま た 、 竣 工 か ら 50年 余 り を 経 過 し た エ フ エ フ ビ ル は 、 各 所 で 老 朽 化

に 伴 う 雨 等 に よ る 漏 水 や 各 種 設 備 の 劣 化 が 見 ら れ 、 都 内 で 建 設 さ れ る

新 し い ビ ル に 比 べ 構 造 や 設 備 面 で 見 劣 り す る こ と か ら 、 テ ナ ン ト の 誘

致 や 賃 料 確 保 に も 困 難 が 生 じ て い ま す 。 こ の 様 な 状 況 下 エ フ エ フ ビ ル

を 建 替 え 、 新 た な 商 業 価 値 の 高 い 施 設 と す る こ と が 抜 本 的 対 策 で あ る

と考え、 エフエ フ ビルの更 新事業 に ついて検 討を始 め ました。  

「 前 長 期 経 営 計 画 （ 2015年 度 ～ 2024年 度 ） 」 の 後 、 本 来 新 た な 「 長

期 経 営 計 画 （ 2025年 度 ～ 2034年 度 ） 」 を 定 め 開 発 公 社 の 経 営 に あ た る

べ き と こ ろ で は あ り ま す が 、 エ フ エ フ ビ ル 更 新 事 業 の 検 討 が 始 ま る 中 、

現 時 点 に お け る 事 業 ス キ ー ム や 資 金 計 画 な ど 具 体 的 な 案 が 決 ま ら な い

た め 、 中 長 期 的 な 経 営 計 画 を 策 定 す る こ と が 困 難 で あ る こ と か ら 、 令

和７年度 に限定 し た「令和 ７年度 経 営計画」 を策定 し ました。  

今 年 度 も 引 き 続 き 、 開 発 公 社 は 不 動 産 賃 貸 管 理 と ま ち づ く り の ２ つ

の 事 業 に お い て 武 蔵 野 市 が 進 め る 事 業 と 連 携 し 、 日 々 の 業 務 に 取 組 ん

でまいり ます。  

 

２  各事 業  

(１) きっか けづく り 事業  

ア  都市 再生推 進 法人 [定款第 ４条第 １項 第１ 号事業 ] 

武 蔵 野 市 よ り 指 定 を 受 け た 都 市 再 生 推 進 法 人 の 役 割 を 果 た す べ

く 、 吉 祥 寺 グ ラ ン ド デ ザ イ ン や NEXT吉 祥 寺 で 描 く ま ち の 将 来 像 の

具 現 化 を 図 る た め 、 武 蔵 野 市 や 当 該 地 域 、 民 間 事 業 者 等 と の 関 係



２ 

性 を 深 め な が ら 、 公 共 空 間 の 利 活 用 に つ な が る 社 会 実 験 の 確 度 を

上 げ る と と も に 、 地 域 課 題 の 解 決 に 資 す る 新 た な 利 活 用 の 試 み に

チャレン ジして ま いります 。  

イ  イー ストサ イ ドアクテ ィベー シ ョン [定款第 ４条第 １項第４ 号事業 ] 

「 イ ー ス ト サ イ ド ア ク テ ィ ベ ー シ ョ ン 」 を 通 し て 活 性 化 を 支 援 し

て い る 吉 祥 寺 東 部 地 区 に つ い て 、 令 和 ７ 年 度 も コ ン テ ン ツ や コ ミ

ュ ニ テ ィ ー な ど ソ フ ト 面 で の ま ち づ く り 視 点 で 取 り 組 む と と も に 、

地元商店 会と共 有 した社会 課題の 解 決を検討 してま い ります。  

(２) サポー ト事業  

ア  吉祥 寺フリ ー Wi-Fi[定款第 ４条第 １項 第４ 号事業 ] 

日 常 生 活 に 溶 け 込 ん だ イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 を 支 え る ま ち の イ ン

フ ラ と し て 、 「 吉 祥 寺 フ リ ー Wi-Fi」 に よ る 来 街 の 利 便 性 向 上 を 図

る と と も に 、 Wi-Fiを 取 り 巻 く 通 信 環 境 変 化 に 留 意 し な が ら そ の 利

用価値を 高めて ま いります 。  

イ  来街 動機等 調 査 [定款第４ 条第１ 項 第５号 事業 ] 

吉 祥 寺 フ リ ー Wi-Fiを 活 用 し 、 新 た に 導 入 し た 来 街 動 機 等 の 調 査

手 法 を 通 じ て 、 来 街 者 の 意 識 や 行 動 を 定 点 調 査 し 、 タ ウ ン デ ー タ

と し て 蓄 積 す る こ と で 、 魅 力 的 な 商 業 地 と し て 吉 祥 寺 を 選 ん で も

らうため の基礎 デ ータを、 積極的 に 発信して まいり ま す。  

ウ  吉祥 寺ポッ プ アップス トアポ ー タル [定款第 ４条第 １項 第４ 号事業 ] 

高 層 化 に よ ら な い 都 市 の 高 度 利 用 の 一 つ と し て 、 「 吉 祥 寺 ポ ッ

プ ア ッ プ ス ト ア ポ ー タ ル 」 に よ り 一 般 的 な 店 舗 と は 違 っ た 吉 祥 寺

の 「 時 間 的 ・ 空 間 的 ス キ マ 」 を 保 有 す る 方 と 吉 祥 寺 で チ ャ レ ン ジ

し て み た い 方 と の マ ッ チ ン グ サ ポ ー ト を 行 い 、 ま ち の 賑 わ い 創 出

に努めて まいり ま す。  

エ  緑化 啓発事 業 [定款第４ 条第１ 項 第２号事 業 ] 

ペ ニ ー レ ー ン や 吉 祥 寺 デ ッ キ 、 GREENING広 場 の 緑 化 や 花 と 緑 の

ま ち づ く り 啓 発 事 業 、 コ ピ ス 吉 祥 寺 の グ リ ー ニ ン グ 事 業 な ど の 環

境貢献活 動など を 通し、 SDGsの実現 に努めて まいり ま す。  

オ  地域 活動支 援 [定款第４ 条第１ 項 第４号事 業 ] 

ま ち 全 体 に 人 を 呼 び 込 む た め の 施 策 と し て 、 地 域 団 体 等 が 実 施

す る イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 等 の 地 域 活 性 化 事 業 や ま ち づ く り に 関 す る

活 動 に 対 す る 支 援 を 、 社 会 環 境 の 変 化 を 注 視 し つ つ 、 支 援 し て ま

いります 。  

(３) ビル経 営事業 [定 款第４条 第１項 第 ６号事業 ] 

ア  エフ エフビ ル 更新検討  

開 発 公 社 か ら エ フ エ フ ビ ル 管 理 組 合 に 建 替 え 計 画 の 提 案 を 行 う
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に あ た り 、 開 発 公 社 と 協 働 し て 検 討 を 行 う 事 業 パ ー ト ナ ー 候 補 企

業と、基 本構想 の 策定に向 けた検 討 を進めま す。  

イ  エフ エフビ ル 区画の区 分所有 権 の取得  

将 来 の 建 替 え と 直 近 の 収 支 改 善 の 観 点 か ら 、 重 要 な 区 画 の 区 分

所有権を 戦略的 に 取得して まいり ま す。  

ウ  エフ エフビ ル 管理運営  

2025年 10月 に マ ス タ ー リ ー ス 契 約 が 満 了 し ま す 。 昨 年 度 か ら 契

約 更 新 に つ い て 検 討 を 進 め て き ま し た が 、 総 合 的 な 判 断 に よ り 、

現契約の 更新を 行 うことを 決定し ま した。  

エ  第２ 、第３ 及 び第４ビ ル並び に スイング ビル管 理  

エ フ エ フ ビ ル と 同 様 に 老 朽 化 の 影 響 が 徐 々 に 現 れ て き て お り ま

す の で 、 令 和 ６ 年 度 に 実 施 し た 第 ２ 、 第 ３ ビ ル に 関 す る 建 物 診 断

の 結 果 を 踏 ま え 、 テ ナ ン ト の 動 向 を 注 視 し つ つ 、 不 動 産 の 価 値 を

維持すべ く有効 な 投資を実 施いた し ます。  

オ  レン タルス ペ ース事業 、 GREENING広場事業  

開 発 公 社 が 保 有 、 管 理 す る ５ つ の ス ペ ー ス を 活 用 し 、 ま ち 中 の

多 様 な 空 間 を 活 か し 、 賑 わ い 創 出 の 可 能 性 を 示 す と 同 時 に 、 収 益

源 の 一 つ と し て 育 て て き た 取 り 組 み を 拡 大 す べ く 、 新 た な ス ペ ー

ス の 開 拓 を 検 討 し ま す 。 ま た 、 エ フ エ フ ビ ル Ａ 棟 ３ 階 屋 上 広 場 の

活 用 事 業 で あ る GREENING広 場 に つ い て も 、 コ ピ ス 吉 祥 寺 と 協 力 し 、

利用率向 上に努 め てまいり ます。  

 

３  管理 ・運営 事 項  

(１) 公益目 的支出 計 画  

一 般 財 団 法 人 へ の 移 行 後 13年 目 を 迎 え ま す 。 こ れ ま で 同 様 に ま ち

の 活 性 化 や 社 会 課 題 解 決 に 資 す る 事 業 を 展 開 し 、 計 画 を 着 実 に 実 施

いたしま す。  

(２) 組織体 制及び 人 材育成  

開 発 公 社 の 事 業 が 、 多 岐 に わ た り よ り 高 度 化 す る 中 で 、 状 況 に 応

じ て 運 営 体 制 を 更 新 す る と と も に 、 将 来 を 見 据 え た 人 材 の 確 保 ・ 育

成や業務 の安定 性 の確保に 努めて ま いります 。  

(３) 武蔵野 市及び 武 蔵野市関 連団体 と の連携強 化  

開 発 公 社 に お い て 、 都 市 再 生 推 進 法 人 と し て の 活 動 や エ フ エ フ ビ

ル の 更 新 事 業 検 討 を 開 始 し た こ と か ら 、 開 発 公 社 が 置 か れ た 状 況 を

武 蔵 野 市 及 び 武 蔵 野 市 関 連 団 体 に よ り 深 く 理 解 し て も ら う こ と に 努

めてまい ります 。  


